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地域の活性化に不可欠な課題について県へ要望！
～平成21年度千葉県商工会議所会頭・副会頭会議を開催～

市内事業所永年勤続優良従業員表彰式を挙行
～54名が表彰の栄に浴する～

マル経融資 『年1％の利子補給制度』スタート
～設備・運転資金としてお気軽にご相談ください～

セーフティネット貸付のご案内
市制施行70周年記念式典で

当所会員が多数表彰の栄に浴する
源泉所得税年末調整指導会を開催します
館山市からのお知らせ
～入札参加申請の追加受付け開始～

青年部の窓　～秋のC＆B活動・家族親睦会を開催～
各種セミナー開催報告

第29回 館山若潮マラソン大会

問合せ　館山商工会議所　　22－8330

～マル経融資制度～ 
利子補給（1％）制度が創設されました！ 
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改 
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により 
「譁日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。 
 
担保、保証人 
保証協会の保証 
貸付限度額 
返  済  期  間 
利　　　  率 
 
融  資  対  象 

不　要 
不　要 
1,500万円含む） 
10年以内（＊運転資金は7年以内） 
年1.95％（平成21年12月1日現在） 
 小規模事業者：従業員20人以下 
（商業、サービス業は5人以下） 

※ご利用の際には各種要件がございますので下記 
　までお問い合わせください。 

『里見市民まつり』



会 議 所 だ よ り
平成21年12月10日（２）

こ
れ
ら
の
要
望
事
項
に
対
し
、

県
か
ら
の
回
答
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

①
港
湾
に
関
す
る
要
望

館
山
港
海
岸
は
、
高
潮
等
の
面

的
防
護
と
あ
わ
せ
良
好
な
環
境
を

保
全
及
び
創
出
し
、
海
浜
利
用
を

促
進
す
る
た
め
、
海
岸
環
境
整
備

事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。一

期
事
業
の
８
０
０
ｍ
区
間
に

つ
い
て
、突
堤
や
養
浜
が
概
成
し
、

現
在
、
広
場
等
背
後
地
の
整
備
に

着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
館
山
市
が
進
め
る
シ
ン
ボ

ル
ロ
ー
ド
事
業
と
の
整
合
を
図
り

つ
つ
、
景
観
に
配
慮
し
な
が
ら
遊

歩
道
や
駐
車
場
等
の
利
便
施
設
整

備
を
進
め
、
早
期
完
成
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、「
港
湾
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
多
目
的
観
光

桟
橋
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
供

用
を
目
途
に
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

今
後
も
地
元
の
理
解
・
協
力
を

得
な
が
ら
地
域
振
興
に
向
け
た
館

山
港
の
整
備
に
努
め
る
。

②
国
営
公
園
誘
致
に
関
す
る
要
望

国
営
公
園
に
つ
い
て
は
、現
在
、

全
国
で
17
箇
所
が
事
業
化
さ
れ
て

お
り
、
平
成
５
年
度
「
国
営
明
石

海
峡
公
園
」
が
事
業
化
さ
れ
て
以

来
、
防
災
を
主
た
る
目
的
と
し
た

「
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
」
を

除
い
て
、
新
規
の
国
営
公
園
の
事

業
化
は
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
る
と
、
誘
致
は
難
し
い
面
も
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
県
と
し
て
は

引
き
続
き
「
南
房
総
地
域
を
対
象

と
し
た
国
営
公
園
の
調
査
の
実

施
」
に
つ
い
て
、
国
の
関
係
省
庁

に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

③
道
路
問
題
に
関
す
る
要
望

◇
館
山
自
動
車
道
の
４
車
線
化
に

つ
い
て
、
君
津
Ｉ
Ｃ
〜
富
津
竹
岡

Ｉ
Ｃ
間
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月

に
開
催
さ
れ
た
国
幹
会
議
に
お
い

て
４
車
線
化
が
決
定
さ
れ
、
国
の

平
成
21
年
度
１
次
補
正
予
算
に
お

い
て
新
規
事
業
化
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
国
が

実
施
し
て
い
る
補
正
予
算
の
見
直

し
で
本
事
業
の
執
行
停
止
が
示
さ

館山本店 
22ー8881

館山銀座店 
23ー5511

ロックシティ店 
24ー2010

宝石は心の安らぎ 
　メガネと共に快適生活 

宮沢書店 
TEL 0470ー23ー7771 

●営業時間　9:00AM～8:00PM 
（年中無休） 

本・教科書・文具・ファンシー

千
葉
県
商
工
会
議
所
連
合
会
で
は
、
11
月
25
日
に
県
内
20
の
商
工
会
議
所
会
頭
・
副
会
頭
と
、
坂
本
森
男

千
葉
県
副
知
事
・
県
庁
部
課
長
と
の
意
見
交
換
を
開
催
し
、
地
域
の
活
性
化
に
不
可
欠
な
課
題
に
つ
い
て
要

望
が
な
さ
れ
た
。

会
議
で
は
、
各
会
議
所
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
坂
本
副
知
事
や
関
係
部
課
長
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
回
答
が
あ
っ
た
。

当
所
か
ら
は
、
千
葉
県
に
よ
る
早
急
な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
地
域
の
課
題
と
し
て
、「
地
域
開
発
・
地

域
振
興
」
関
係
と
し
て
、
①
館
山
港
海
岸
環
境
整
備
事
業
（
ビ
ー
チ
利
用
促
進
モ
デ
ル
事
業
）
の
早
期
完

成
・
館
山
港
港
湾
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
つ
い
て
、
②
房
総
南
部
国
営
公
園
の
誘
致
促
進
・
事
業
化
の
実

現
に
つ
い
て
、「
交
通
網
の
整
備
」
関
係
と
し
て
、
③
南
房
総
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
発
揮
さ

せ
る
幹
線
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
、
④
首
都
圏
か
ら
の
ス
ム
ー
ズ
な
ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
す
る
Ｊ
Ｒ
特
急
列

車
の
運
行
に
つ
い
て
の
４
点
を
要
望
し
た
。

地
域
の
活
性
化
に
不
可
欠
な
課
題
に
つ
い
て
県
へ
要
望
！
知
事
を
交
え
て
意
見
交
換
を
開
催

〜
平
成
21
年
度
千
葉
県
内
商
工
会
議
所
会
頭
・
副
会
頭
会
議
を
開
催
〜



会 議 所 だ よ り
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れ
た
。

県
と
し
て
は
、
４
車
線
化
は
必

要
な
事
業
と
考
え
て
お
り
、
今
後

も
早
期
に
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
、
国
等
へ
強
く
要
望
す
る
。

◇
制
限
速
度
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
、
暫
定
２
車
線
の
高
速
道
路

の
規
制
速
度
は
、
交
通
管
理
者
と

の
協
議
よ
り
70
㎞
／
ｈ
と
な
っ
て

お
り
、
君
津
Ｉ
Ｃ
〜
富
津
竹
岡
Ｉ

Ｃ
間
の
４
車
線
化
に
つ
い
て
は
、

規
制
速
度
の
改
善
の
点
か
ら
も
早

期
に
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
、

国
等
へ
要
望
し
て
い
く
。

◇
東
関
東
自
動
車
道
館
山
線
の
館

山
市
内
ま
で
の
延
伸
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
富
津
竹
岡
Ｉ
Ｃ
〜
富

浦
Ｉ
Ｃ
間
約
20
㎞
が
富
津
館
山
道

路
と
し
て
暫
定
２
車
線
で
供
用
さ

れ
て
お
り
、
富
浦
Ｉ
Ｃ
〜
館
山
市

ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
一
般

国
道
１
２
７
号
館
山
バ
イ
パ
ス
が

暫
定
２
車
線
で
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
那
古
交
差
点
〜

館
山
市
役
所
方
面
４
㎞
区
間
に
つ

い
て
、
本
年
３
月
国
に
お
い
て
４

車
線
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら

も
、
今
後
の
富
浦
Ｉ
Ｃ
〜
館
山
市

間
の
交
通
状
況
の
動
向
な
ど
を
踏

ま
え
、
地
元
市
と
と
も
に
東
関
東

自
動
車
道
館
山
線
の
延
伸
だ
け
で

な
く
、
館
山
バ
イ
パ
ス
の
更
な
る

交
通
円
滑
化
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、引
続
き
国
へ
要
望
し
て
い
く
。

◇
追
越
車
線
の
整
備
拡
充
に
つ
い

て
、
現
在
、
富
津
館
山
道
路
は
暫

定
２
車
線
に
て
供
用
し
て
お
り
、

こ
の
う
ち
、
鋸
南
富
山
Ｉ
Ｃ
〜
富

浦
Ｉ
Ｃ
間
約
２．

２
㎞
の
追
越
車

線
が
平
成
20
年
４
月
に
供
用
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

残
る
区
間
に
つ
い
て
は
、
ト
ン

ネ
ル
や
橋
梁
が
連
続
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
新
た
な
追
越
車
線
の
整

備
が
困
難
で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
現
在
の
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
の
料
金
引
下
げ
等
に
よ
り
増

加
し
て
い
る
交
通
量
に
対
応
す
る

た
め
に
も
、
引
続
き
整
備
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
国
等
へ
要
望
し
て
い

く
。

◇
一
般
国
道
１
２
７
号
の
４
車
線

化
に
つ
い
て
は
、
現
在
暫
定
２
車

線
で
整
備
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

う
ち
、
那
古
交
差
点
よ
り
館
山
市

役
所
方
面
約
４
㎞
区
間
に
つ
い
て

は
、
本
年
３
月
に
国
に
お
い
て
４

車
線
化
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
特
に
観
光
シ
ー
ズ
ン
の

交
通
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
・
県
警
・
市
（
館
山
市
・
南
房

総
市
）
・
東
日
本
高
速
道
路
㈱
を

構
成
員
と
す
る
「
南
房
総
地
域
交

通
集
中
対
策
検
討
会
」に
お
い
て
、

検
討
を
し
て
い
る
。県
と
し
て
は
、

残
る
富
浦
Ｉ
Ｃ
出
口
〜
那
古
交
差

点
ま
で
の
４
車
線
化
が
、
順
次
図

ら
れ
る
よ
う
に
引
続
き
国
へ
要
望

を
し
て
い
く
。

◇
一
般
県
道
犬
掛
館
山
線
（
仮

称：

船
形
バ
イ
パ
ス
）
は
、
国
道

１
２
７
号
の
交
通
混
雑
の
緩
和
や

富
浦
Ｉ
Ｃ
か
ら
館
山
湾
方
面
へ
の

ア
ク
セ
ス
改
善
な
ど
に
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
本

バ
イ
パ
ス
計
画
の
具
体
化
に
向
け

て
、
市
街
地
地
区
へ
の
対
応
や
館

山
市
道
と
の
一
体
的
整
備
な
ど
の

諸
課
題
に
つ
い
て
、
館
山
、
南
房

総
両
市
と
協
議
・
調
整
し
て
い

く
。

◇
館
山
・
鴨
川
道
路
に
つ
い
て

は
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
渋

滞
状
況
調
査
な
ど
現
道
に
お
け
る

課
題
を
整
理
し
、
現
道
を
活
用
し

た
効
果
的
な
ル
ー
ト
の
検
討
等
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
緊
急
性
や
整
備
効
果
の

高
い
区
間
な
ど
整
備
方
策
の
検
討

等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
東
京
湾
口
道
路
は
、
房
総
半
島

と
三
浦
半
島
を
結
び
、
新
た
な
交

通
軸
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
利
便
性
の
向
上
や
経
済
活
性

化
な
ど
を
図
る
上
で
重
要
な
道
路

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す

が
、
国
に
お
い
て
長
期
的
視
野
で

取
り
組
む
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

④
Ｊ
Ｒ
特
急
電
車
の

運
行
に
関
す
る
要
望

内
房
線
は
、
県
内
の
地
域
住

民
の
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、

「
観
光
立
県
千
葉
」
の
実
現
に
向

け
て
極
め
て
重
要
な
路
線
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
も
大

切
な
役
割
を
担
っ
た
路
線
の
一

つ
で
あ
る
。
内
房
線
特
急
「
さ

ざ
な
み
」
は
、
平
成
17
年
12
月

10
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
平
日

昼
間
の
特
急
３
往
復
が
臨
時
列

車
に
変
更
さ
れ
た
。
県
で
は
、

ダ
イ
ヤ
改
正
の
発
表
が
あ
っ
た

後
、
直
ち
に
臨
時
列
車
と
さ
れ

る
日
中
の
特
急
を
再
度
定
期
化

す
る
と
と
も
に
、
観
光
シ
ー
ズ

ン
等
に
つ
い
て
は
、
充
分
な
列

車
本
数
を
運
行
す
る
な
ど
利
便

性
を
回
復
す
る
よ
う
、「
千
葉
県

Ｊ
Ｒ
線
複
線
化
等
促
進
期
成
同

盟
」
を
通
じ
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
千

葉
支
社
に
対
し
、
臨
時
の
要
望

を
し
た
。

そ
の
後
も
、
期
成
同
盟
の
路

線
別
重
点
要
望
と
し
て
位
置
づ

け
、
平
成
21
年
度
に
お
い
て
も
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
社
及
び
千
葉
支

社
を
訪
問
し
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
沿
線
市
町
村

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
引
き

続
き
粘
り
強
く
働
き
か
け
て
い

く
。以

上
の
よ
う
に
、
当
所
の
提

出
し
た
要
望
に
対
し
千
葉
県
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
当
所
で
は
、
関
係
団
体
と

連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
こ
れ

ら
の
要
望
実
現
を
目
指
し
、
引

き
続
き
強
力
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

物流コストを見直しませんか !?

・路線、地域内宅配 

・引越、貸切、積合わせ 

・コース配送、他 

房総の物流プランナー＆パートナー 

安房運輸株式会社 
電話：本社　0470ー22ー0165 

館山　0470ー27ー6151 
http://www.tokyo-bay.ne.jp/̃awa-exp/http://www.boyodo.co.jp/http://www.boyodo.co.jp/
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会 議 所 だ よ り
平成21年12月10日（４）

市
内
事
業
所
永
年
勤
続

優
良
従
業
員
表
彰
式
を
挙
行

館
山
市
・
館
山
商
工
会
議
所
な
ら
び
に
館
山
市
商
店
会
連
合
会
が
行
う
平
成
21
年

度
市
内
事
業
所
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式
が
、
12
月
２
日
館
山
商
工
会
館
で
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
制
度
は
、
他
の
模
範
と
な
る
勤
労
意
欲
と
誇
り
高
い
愛
社
精
神
で
、
永

年
に
わ
た
り
所
属
企
業
の
発
展
に
尽
力
し
、
さ
ら
に
地
域
経
済
を
力
強
く
支
え
る
原

動
力
で
あ
る
優
秀
な
従
業
員
を
表
彰
す
る
、
権
威
の
高
い
表
彰
制
度
で
す
。

今
回
表
彰
さ
れ
た
方
は
、
館
山
市
長
・
館
山
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰
、
勤
続
30
年

以
上
６
名
、
勤
続
10
年
以
上
48
名
、
館
山
市
商
店
会
連
合
会
会
長
表
彰
、
勤
続
15
年

以
上
１
名
、
勤
続
５
年
以
上
２
名
の
合
計
57
名
の
皆
様
で
す
。
氏
名
及
び
事
業
所
名

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

館
山
市
長
・

館
山
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

◇
勤
続
30
年
以
上
　
６
名

御
子
神
昭
一
・
鈴
木
勉
（
㈲
房

州
日
日
新
聞
社
）
小
山
光
雄
（
房

州
物
流
㈱
）
吉
田
正
則
（
㈱
計
工

務
店
）
堀
江
弘
（
㈱
房
洋
堂
）
鈴

木
芳
江
（
㈲
上
田
商
店
）

◇
勤
続
10
年
以
上
　
48
名

川
島
和
也
・
大
隅
き
み
子
（
㈱

ア
ス
カ
佛
商
）
松
山
純
子
・
羽
田

直
人
・
明
石
崇
央
（
㈲
房
州
日
日

新
聞
社
）
伊
丹
裕
治
・
押
元
直

美
・
榛
澤
美
恵
子
・
佐
藤
幸
典

（
房
州
瓦
斯
㈱
）
嶌
田
弥
生
・
鈴

木
令
子
・
鈴
木
猛
・
網
代
幸
子
・

荒
井
直
美
・
石
井
由
美
子
・
鈴
木

安
子
・
山
本
幸
子
・
庄
司
裕
子
・

松
田
光
江
（
㈱
こ
が
ね
）
佐
藤
勇

一
（
譛
館
山
自
動
車
学
校
）
西
別

当
成
（
㈲
ヒ
カ
リ
イ
ン
テ
リ
ア
）

金
谷
由
起
夫（
昭
和
運
送
興
業
㈱
）

川
闢
哲
夫
・
能
城
広
之
（
館
山
生

コ
ン
㈱
）
本
間
邦
夫
・
高
橋
正
裕

（
房
州
物
流
㈱
）
伊
藤
克
二
・
鈴

木
憲
一
・
安
西
勝
由
・
鈴
木
悟
・

鈴
木
実
（
極
洋
船
舶
工
業
㈱
）
大

竹
洋
子
・
加
藤
貴
代
（
南
房
観
光

㈱
）
佐
藤
寛
・
山
口
隆
幸
・
鈴
木

豊
（
㈱
計
工
務
店
）
鎌
田
幸
夫

（
㈱
東
光
）
中
村
晃
子
・
角
田
美

枝
子
・
池
田
明
美
（
㈱
オ
ム
ニ
コ

館
山
工
場
）
岡
本
真
和
・
山
口
義

孝
・
生
稲
則
男
・
鈴
木
洋
美
・
神

作
純
子
（
安
房
運
輸
㈱
）
原
三

男
・
篠
江
か
ず
江（
㈲
上
田
商
店
）

◇
勤
続
15
年
以
上
　
１
名

角
田
弘
美
（
㈲
上
田
商
店
）

◇
勤
続
５
年
以
上
　
２
名

谷
口
美
鈴
・
小
瀧
美
津
江
（
㈲

上
田
商
店
）

30年以上　御子神昭一さん

10年以上　岡本真和さん

15年以上　角田弘美さん5年以上　谷口美鈴さん

館
山
市
商
店
会
連
合
会
会
長
表
彰



会 議 所 だ よ り
（５）平成21年12月10日

当
所
で
は
、
11
月
16
日
平
成
21

年
度
第
３
回
常
議
員
会
を
開
催

し
、
左
記
の
と
お
り
新
会
員
が
承

認
さ
れ
た
。

ま
た
、
会
議
終
了
後
に
は
、

『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と

状
況
に
つ
い
て
』
を
テ
ー
マ
に
、

講
師
と
し
て
安
房
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
か
ら
セ
ン
タ
ー
長
　
久
保
秀

一
氏
、
地
域
保
健
福
祉
課
長
　
青

木
啓
子
氏
を
お
迎
え
し
て
研
修
会

を
開
催
し
た
。

研
修
会
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
関
す
る
正
し
い
知
識

や
、
流
行
状
況
、
基
本
的
な
対
策
、

事
業
所
に
お
け
る
対
策
、
事
業
継

続
計
画
等
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た

だ
い
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
出
席
者
か
ら

様
々
な
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ

た
。

【
新
会
員
】

日
峰
商
事
㈲
　
石
井
初
代
　
北
条

１
１
６
４
‐
１
４
　
不
動
産
業

館
山
市
の
利
子
補
給
に
よ
り
、

マ
ル
経
融
資
の
実
質
金
利
が
０．

９
５
％
（
10
月
現
在
）
と
な
り
ま

す
！経

済
状
況
の
悪
化
に
よ
り
、
厳

し
い
経
営
環
境
に
あ
る
小
規
模
事

業
者
の
返
済
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
平
成
21
年
１
月
１
日
以
降

に
マ
ル
経
（
小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
資
金
）
融
資
制
度
に
伴
う
資

金
の
融
資
を
受
け
、
か
つ
、
市
税

を
完
納
し
て
い
る
方
（
法
人
に
あ

っ
て
は
代
表
者
を
含
む
）
は
、
館

山
市
よ
り
１
％
の
利
子
補
給
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

利
子
補
給
期
間
は
、
融
資
実
行

後
３
年
以
内
で
す
。
た
だ
し
、
平

成
21
年
分
は
10
月
〜
12
月
ま
で
に

支
払
っ
た
利
子
が
補
給
対
象
に
な

り
ま
す
。（
館
山
市
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
利
子
補
給
金
交

付
要
綱
施
行
期
日：

平
成
21
年
10

月
１
日
施
行
）

マ
ル
経
（
小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
資
金
）
融
資
制
度
と
は
、
小

規
模
事
業
者
が
、
商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
を
受
け
て
経
営
を
改
善

し
、
事
業
の
発
展
を
図
る
た
め
に

必
要
な
資
金
を
商
工
会
議
所
会
頭

の
推
薦
に
基
づ
き
、
㈱
日
本
政
策

金
融
公
庫
か
ら
無
担
保
・
無
保
証

人
・
低
金
利
で
融
資
を
受
け
ら
れ

る
制
度
で
す
。

資
金
使
途
は
、
運
転
資
金
と
設

備
資
金
で
、
限
度
額
は
１，

５
０

０
万
円
。
返
済
期
間
は
運
転
資
金

で
７
年
以
内
（
据
置
期
間
１
年
以

内
）、
設
備
資
金
で
10
年
以
内

（
据
置
期
間
２
年
以
内
）。

【
利
用
条
件
】

・
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
、
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
５
名
以

下
、
製
造
業
で
は
20
名
以
下
の

小
規
模
事
業
者
で
あ
る
こ
と
。

・
館
山
商
工
会
議
所
の
地
区
内

で
、
１
年
以
上
事
業
を
営
ん
で

い
て
、
商
工
会
議
所
の
経
営
指

導
を
６
ヶ
月
以
前
か
ら
受
け
て

い
る
こ
と
（
応
相
談
）

・
確
定
申
告
を
し
、
納
期
の
到
来

し
て
い
る
法
人
税
、
所
得
税
、

事
業
税
、
住
民
税
を
完
納
し
て

い
る
こ
と
。

・
一
部
、
非
融
資
対
象
業
種
が
ご

ざ
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
の
相
談
、
お
問
い
合
わ
せ
は

館
山
商
工
会
議
所
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２

２
‐
８
３
３
０
）
ま
で

※
館
山
商
工
会
議
所
会
員
で
な
い

方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
（
旧
国
民

生
活
金
融
公
庫
）
で
は
、
社
会
的
、

経
済
的
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
一
時
的
に
業
況
が
悪
化
し
て

い
る
み
な
さ
ま
の
経
営
基
盤
を
強

化
す
る
た
め
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
貸
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
利
率
】

年
１．

８
５
％
〜

【
資
金
使
途
】

設
備
資
金
・
運
転
資
金

【
ご
融
資
額
】

４
８
０
０
万
円
以
内

【
ご
返
済
期
間
】

15
年
以
内
（
設
備
資
金
）
・
８

年
以
内
（
運
転
資
金
）
ま
た
、

国
の
教
育
ロ
ー
ン
も
お
取
り
扱

い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
ご
融
資
額
】

３
０
０
万
円
以
内

【
利
率
】

年
２．

６
５
％
（
固
定
）

※
利
率
は
金
融
情
勢
に
よ
っ
て
変

動
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
借
入

金
利
（
固
定
）
は
、
記
載
さ
れ

て
い
る
利
率
と
は
異
な
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
添
え

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
㈱
日
本
政
策
金
融

公
庫
館
山
支
店
（
２
２
‐
２
９

１
１
）
ま
で
。

2010年開運カレンダー
先着20名様にプレゼント

当所作成の2010年開運カレンダー「大吉
招福ごよみ」を会員の中から先着20名様に
差し上げます。
ご希望の方は蕁22－8330までお申し込み

下さい。
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常
議
員
会
・
研
修
会
を
開
催

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付

の
ご
案
内



【
館
山
市
名
誉
市
民
】

黒
川
浩
（
ク
ロ
カ
ワ
ブ
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
）

【
産
業
功
労
】

川
名
克
己
（
㈲
ダ
イ
コ
ク
）
外

山
庄
次
（
㈱
タ
テ
カ
ン
）
小
金

晴
男
（
㈱
こ
が
ね
）
佐
藤
貞
治

（
喜
代
ふ
じ
）
白
幡
賢
（
白
幡

興
業
㈱
）
鈴
木
保
（
譏
ホ
テ
ル

川
端
）

【
自
治
功
労
】

秋
山
光
章
（
㈲
秋
山
石
油
）

【
教
育
・
文
化
功
労
】

竹
山
眞
（
ぼ
く
や
商
店
）

【
保
健
・
衛
生
・
環
境
功
労
】

山
口
健
次（
山
口
外
科
胃
腸
科
）

【
社
会
安
全
功
労
】

笹
谷
義
則
（
笹
谷
鉄
工
所
）
濱

田
正
道
（
㈲
濱
田
電
業
社
）
原

口
陽
太
郎
（
㈲
原
口
）
山
中
金

治
郎
（
㈱
ヤ
マ
ナ
カ
）
和
田
邦

夫
（
美
光
時
計
店
）

【
ま
ち
づ
く
り
功
労
】

旭
化
成
東
光
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス

㈱
、
安
房
医
師
会
館
山
支
部
、

安
房
運
輸
グ
ル
ー
プ
、
安
房
露

商
組
合
、
㈱
石
井
工
務
店
、
㈱

岡
部
建
設
、お
ど
や
グ
ル
ー
プ
、

㈱
尾
張
屋
、
海
上
自
衛
隊
第
21

航
空
群
、
㈲
川
合
商
事
、
㈲
小

林
貴
金
属
店
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
テ
ク
ノ

ス
㈱
、
㈱
嶋
屋
、
集
賛
舎
㈱
、

白
幡
興
業
㈱
、㈱
杉
井
工
業
所
、

高
繁
商
会
㈱
、館
山
市
金
融
団
、

館
山
商
工
会
議
所
青
年
部
、
館

山
遊
技
場
組
合
、
千
葉
県
医
師

連
盟
安
房
支
部
、
千
葉
県
税
理

士
会
館
山
支
部
、
㈱
東
光
、
那

古
商
店
連
盟
、
㈱
計
工
務
店
、

㈱
服
部
、
波
奈
総
本
店
、
布
哇

観
光
事
業
グ
ル
ー
プ
、
本
間
企

業
グ
ル
ー
プ
、
㈲
三
平
商
会
、

㈲
宮
沢
書
店
、㈱
八
幡
不
動
産
、

ロ
ッ
ク
シ
テ
ィ
館
山
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

【
善
行
表
彰
】

㈱
三
浦
商
店

会 議 所 だ よ り
平成21年12月10日（６）

会議所窓口相談  

商工相談日 
金融相談日 
 
毎週水曜日 
 （電話相談随時 

　お気軽にご連絡下さい） 

毎月第3金曜日 
・日本政策金融公庫（10時～12時） 

法律・税務・商工相談 

法　律      千葉県産業振興センター 

税　務      齊藤  　晃夫  先生 

　　　      早川  　　進  先生 

　　　      小林  　康男  先生 

 

■ 

■ 

 

 

 

 

　　ご相談のときは事前にご連絡下さい。 
 

給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
は
、

従
業
員
の
給
与
支
払
報
告
と
、
源

泉
所
得
税
の
納
付
を
行
な
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
下
記
の
日
程
で
個
別

指
導
会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、

関
係
書
類
を
ご
持
参
の
う
え
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】

１
月
５
日
（
火
）
・
７
日
（
木
）

【
時
間
】

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

【
会
場
】

館
山
商
工
会
議
所
　
会
議
室

【
持
参
す
る
も
の
】

平
成
21
年
分
源
泉
徴
収
簿
、
給
与

台
帳
等
関
係
諸
帳
簿
、
配
偶
者
所

得
証
明
、
生
命
保
険
の
控
除
証
明

書
、
国
民
年
金
の
控
除
証
明
書
、

国
民
健
康
保
険
の
支
払
額
の
明

細
、
納
付
書
等

【
お
問
合
せ
先
】

館
山
商
工
会
議
所
　
中
小
企
業
相

談
所
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
22
‐
８
３
３
０
）

館
山
市
で
は
市
制
施
行
70
周
年
を
祝
し
、
11
月
３
日
（
火
）
に
南
総

文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
記
念
式
典
を
開
催
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
各
分
野
で
館
山
市
の
発
展
に
尽
力
し
た
個
人
や
企

業
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
た
当
所
の
会
員
・
関
係
団
体
は
以
下
の
と
お

り
。（
敬
称
略
）
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

源
泉
所
得
税

年
末
調
整
指
導
会

年
末
年
始
の
館
山
商
工
会
議

所
事
務
局
一
般
事
務
、
な
ら
び

に
商
工
会
議
所
窓
口
に
お
け
る

館
山
市
商
業
協
同
組
合
事
務

は
、
平
成
21
年
12
月
29
日
（
火
）

〜
平
成
22
年
１
月
３
日
（
日
）

ま
で
業
務
を
休
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

商
工
会
議
所
の

年
末
年
始
事
務

館
山
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

工
事
請
負
や
物
品
供
給
な
ど
の

入
札
参
加
申
請
の
追
加
受
付
け

開
始平

成
22
年
度
の
入
札
参
加
資

格
申
請
の
追
加
受
付
が
平
成
22

年
２
月
１
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま

す
。館

山
市
が
発
注
す
る
事
務
用

品
や
材
料
な
ど
の
物
品
を
納
入

し
た
り
、
建
設
工
事
を
受
注
す

る
に
は
入
札
参
加
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

市
の
受
注
を
希
望
す
る
方
は
忘

れ
ず
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

有
効
期
間
は
平
成
22
年
度
の
１

年
間
で
す
。（
期
間：

平
成
22
年

６
月
１
日
〜
平
成
23
年
５
月
31

日
ま
で
）

こ
の
申
請
書
作
成
要
領
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
館
山
市
役
所
管
財
契
約

課
（
電
話
２
２-

３
２
９
６
）
へ

ど
う
ぞ
。

【
受
付
期
間
】

平
成
22
年
２
月

１
日
（
月
）
〜
平
成
22
年
２
月

26
日
（
金
）
ま
で
（
土
･
日
・

祝
祭
日
を
除
く
）

【
受
付
時
間
】

午
前
９
時
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
ま
で

【
受
付
業
種
】

①
建
設
工
事
・

②
測
量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
・
③
物
品
供
給
等
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11
月
１
日
（
日
）、
北
条
海
岸

三
軒
町
無
料
休
憩
所
前
に
て
、
海

岸
清
掃
（
Ｃ
＆
Ｂ
運
動
）
を
行
い

ま
し
た
。

毎
年
、
春
と
秋
の
２
回
行
わ
れ

る
こ
の
企
画
。
今
回
は
10
名
の
青

年
部
員
と
そ
の
家
族
ら
が
集
ま

り
、
朝
の
９
時
よ
り
作
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
海
か
ら
吹
き
付
け
る

強
風
に
も
め
げ
ず
、
い
ざ
砂
浜
に

繰
り
出
し
て
み
る
と
、
意
外
に
も

ゴ
ミ
は
少
な
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。お

そ
ら
く
、
９
月
に
「
ま
る
ゴ

ミ
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
そ
の

他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る

定
期
的
な
清
掃
活
動
に
よ
る
成
果

も
あ
り
、
例
年
以
上
に
き
れ
い
な

海
岸
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
少
し
拍
子
抜

け
し
た
感
も
あ
り
ま
す
が
、
作
業

の
最
中
に
も
散
歩
中
の
市
民
の

方
々
か
ら
「
ど
ち
ら
の
団
体
で
す

か
」
と
い
う
よ
う
に
声
を
か
け
ら

れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
や

は
り
青
年
部
活
動
と
し
て
有
意
義

な
も
の
な
ん
だ
な
と
再
確
認
し
ま

し
た
。

朝
早
く
か
ら
集
ま
っ
て
も
ら
っ

た
部
員
の
皆
さ
ん
、
及
び
ご
家
族

の
方
々
、
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
開
発
委
員
会
　
小
倉
輝
一

〜
家
族
親
睦
会
を開

催
〜
　

11
月
11
日
（
水
）、
家
族
親
睦

会
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
）
を
館
山

ヤ
ン
グ
ボ
ウ
ル
に
て
行
い
ま
し

た
。
昨
年
度
は
創
立
50
周
年
の
記

念
事
業
に
向
か
っ
て
一
致
団
結
し

て
お
り
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、
親

睦
事
業
を
企
画
す
る
の
は
２
年
ぶ

り
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
雨
が
降
る
生
憎
の
天
気

で
し
た
が
、
我
々
青
年
部
員
だ
け

で
な
く
、
ご
家
族
の
方
も
沢
山
お

越
し
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
学
校
の
同
級
生
同
士
や
、
こ
れ

か
ら
同
級
生
に
な
る
（
産
ま
れ
て

く
る
）
マ
マ
さ
ん
方
の
交
流
も
出

来
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
プ
レ
ー
の
方
は
と
い
う

と
、
マ
イ
ボ
ウ
ル
・
マ
イ
シ
ュ
ー

ズ
を
持
っ
た
部
員
の
方
も
お
り
、

優
勝
争
い
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
。一
方
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
何
年
ぶ
り
？
っ
て

感
じ
の
方
も
。
ス
コ
ア
は
競
い
つ

つ
も
笑
顔
の
絶
え
な
い
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
行
う

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
お
忙
し
い

中
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
参
加

し
て
下
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
後
も
よ
り
多
く
の

青
年
部
員
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

け
る
よ
う
な
企
画
を
委
員
会
内
で

考
え
て
い
き
、
青
年
部
メ
ン
バ
ー

の
交
流
を
図
る
機
会
を
設
け
ら
れ

た
ら
と
思
い
ま
す
。

総
務
親
睦
委
員
会
　
望
月
修

〜
秋
の
Ｃ
＆
Ｂ
活
動
〜

～会員事業所の財形事務を代行いたします～

館山商工会議所
財形貯蓄事務代行制度

館山商工会議所では会員サービスの一環とし
て「財形貯蓄事務代行制度」に取り組んでいま
す。
面倒な財形の事務手続きを事業主に代わって

代行いたしまます。
この機会にぜひ財形

制度の導入をご検討い
ただき、当所の事務代
行で財形をスタートし
ましょう。

ゆとりのためのこのプラン
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当
所
で
は
11
月
６
日
（
金
）
に

「
今
な
ら
で
き
る
、
会
社
の
立
て
直

し
！
」
〜
企
業
存
続
の
あ
の
手
こ

の
手
〜
を
テ
ー
マ
に
経
営
再
建
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

講
師
に
は
、
事
業
再
生
研
究
会

会
長
の
清
水
洋
氏
を
お
迎
え
し
、

数
多
く
の
会
社
再
建
で
実
証
さ
れ

て
い
る
戦
略
と
実
務
に
つ
い
て
、

事
例
を
交
え
な
が
ら
ご
説
明
い
た

だ
い
た
。

経
営
再
建
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

『
ご
当
地
グ
ル
メ
』
を
考
え
る

会
を
開
催

経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

館
山
市
商
業
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
（
委
員
長
　
小
林
義
和
）
と
館

山
市
商
業
協
同
組
合
で
は
11
月
26

日
（
木
）
に
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開

ト
・
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

ー
の
ヒ
ロ
中
田
氏
を
講
師
に
お
迎

え
し
ま
し
た
。

ヒ
ロ
中
田
氏
に
は
、「
食
が
地
域

を
熱
く
す
る
〜
新
・
ご
当
地
グ
ル

メ
開
発
の
す
す
め
〜
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
映

像
等
を
交
え
た
事
例
紹
介
や
出
席

者
と
の
意
見
交
換
会
も
実
施
し
て

い
た
だ
い
た
。

出
席
者
か
ら
は
、「
館
山
を
代
表

す
る
ご
当
地
グ
ル
メ
を
是
非
開
発

し
た
い
」「
豊
か
な
食
材
を
活
用
し
、

館
山
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー
で
地
域
を

活
性
化
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
た
。

館
山
地
区
工
業
経
営
研
究
会

（
会
長
　
吉
田
孝
）
で
は
、
前
月
に

引
き
続
き
、
11
月
13
日
（
金
）
に

南
総
鉄
工
業
協
同
組
合
（
理
事
長

岩
堀
行
雄
）
の
協
力
を
得
て
、

『
税
・
財
務
を
活
用
し
た
経
営
セ
ミ

ナ
ー
』
を
開
催
し
た
。

税
・
財
務
を
活
用
し
た

経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

講
師
に
は
、
前
回
同
様
渡
邉
一

成
税
理
士
事
務
所
所
長
（
中
小
企

業
大
学
校
講
師
・
日
本
大
学
大
学

院
講
師
）
の
渡
邉
一
成
氏
を
お
迎

え
し
、
経
営
者
が
注
意
す
べ
き
資

金
繰
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
ご

講
演
い
た
だ
い
た
。

経
営
者
に
と
っ
て
、
財
務
諸
表

の
デ
ー
タ
と
実
際
の
資
金
繰
り
に

生
じ
る
差
を
的
確
に
把
握
し
、
必

要
に
応
じ
た
運
転
資
金
を
調
達
す

る
こ
と
の
重
要
性
や
、
設
備
投
資

の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
に
つ
い
て
、
事

例
や
演
習
を
交
え
た
内
容
で
講
義

を
受
け
た
。

終
了
後
は
懇
談
会
を
開
催
し
、

講
師
を
囲
ん
で
経
営
上
の
課
題
や
、

税
務
に
関
す
る
質
問
な
ど
が
活
発

に
意
見
交
換
さ
れ
た
。

催
し
た
。

『
個
店
の
経
営
力
強
化
』
〜
顧

客
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
元
気
な
店
づ

く
り
〜
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
中
小
企
業
診

断
士
の
八
木
田
鶴
子
氏
を
講
師
に

お
迎
え
し
、
激
変
す
る
経
営
環
境

に
対
応
す
る
小
売
経
営
や
経
営
革

新
に
よ
る
収
益
ア
ッ
プ
の
実
践
事

例
な
ど
を
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

11
月
13
日
（
金
）
当
所
を
会
場

に
『
ご
当
地
グ
ル
メ
』
を
考
え
る

会
を
開
催
し
た
。

現
在
、
全
国
各
地
で
地
域
経
済

を
活
性
化
さ
せ
る
ア
イ
テ
ム
と
し

て
、「
ご
当
地
グ
ル
メ
」
の
開
発
が

活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
は
、
北
海
道
を
中
心
と

し
た
「
ご
当
地
グ
ル
メ
」
開
発
の

キ
ー
マ
ン
で
あ
る
㈱
リ
ク
ル
ー


